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立'
の
關
係
に
在
る
も
の
で
は
な
い
で
あ
ら
う
。
こ
の
こ
と
は

リ

ー

フ
マ
ン
も
亦
認
め
て
居 

る
。
: :

即
ち
彼
れ
は.謂

ふ

「

經
濟
_

は
因
果
的
に
若
し
く
は
目
的
論
的
に
考
察
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
考
ふ
べ
き
で
な
い
。
：何
故
な
ら

ぃ
.
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:
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ば
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此1

一
つ
は
決
し
て
對
立
す.る
も
の
.

で
は
な
い
か
ら
で
あ
る

」
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S

と
。
併
し
乍
ら
、
此
兩
論
が
對
立
し
な
い
と
謂
ふ
こ
と
は
、
リ 

1

ァ
マ
ン
ヒ
於
け
る
が
如
べ’

秕
會
科
學
の
方
法
が
因
果
律
に
在
る
と
謂
ふ
こ
と
で
ほ
な
い
。
却
っ
て
、
，論
理
的
形
式
に
於
て
.は
自
的

設
定
が
因
艰
的
.者
察
に
•先
行
.す
る
と
：看
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
难
あ
ら
う
。
假
り
：に
テ
レ
^:
ロ
^

丨
と
性
質
上
矛
盾
す
る
も
の
を
想
定
し
て

: 

.

.

•

*

 

•

看
f

:

ャ
ーK:

レ
考
朽
ギ
1
に
茅
盾
す
：る

も

の

為

碎

''
:

何

等

^
貝
的
を
も
考
へ
ぎ
名
純
粹
機
械
觀
忆 

る
因
梁
論
に
龄
て
.
'も
”
事
實
'上
.リ
ー
プ.ヤ
ン
：が
認
め
^
居
る
や
う
に
"

®

其

®

が

テレ
：，オ
ロ：：

ギ
1

で
，あ.
る
：
と

：
否

と

祐

拘

ら

龙

、

2
:
.园
果
律
の
两
容
を
定
め
：る
に：
,

'

要
す
る
4

雨
し
て
其
原
因
結
來
の£

槪

念

が

：
：

1

_

果
祺
に
於
け
る_

果
2

1

概
念
で
.
あ

る

；
以

上

：
は

3

識
乱
的
を
要
す̂

で
：あ
.6
>

ヶ
0

'

こ.
れ

が

な

け

れ

：
ば

3

斯
る
：1

管

：
無1 ^

容
な
る
.柚
象
的
因
搌
律
と
し.
て
：
の
：
範

曝

に

止

ま

り

:>
興
 

律
.其
れ
自
體
の：

權
成
を
不
可
能
な
：ら
, L

め

：
る

で

あ

ら

：
う
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ン
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リ
ッ
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於
け
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ヲ
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1

1

1
惟

形

義

昼

て

^

^

S
く
I

明
：せ
ら
れ
t

と
ょ
I

I

テ
レ
オ
,
f

的
思
惟
の
I
 

^

僻
S

具
體
的
素
材
及
び
內
容
と
は
獨
看.論
I

I

展
す
る
し
且
i

.の8

1

當
す
る
も
の
で
あ
る
。
而
し
て-
,

レ
オ
ロ
ギ
-
的
I

形

修
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惠

I

の
倚
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ら
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ね
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な
ら
ぬ
I

s

,
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旣
に
述
べ
た
や
う
に
、
テ
レ
オ
ロ
ギ
ー
と
謂
ふ
も
其
は
ー
義
的
の
も
の
で
な
い
。
故
に
エ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
に
於
け
る
テ
レ
オ

ロ
ギ
丨

-
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.

の
意
，味
が
先
づ
規
定
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
彼
れ
に
依
れ
ば
、
テ
レ
オ
ロ
ギ
ー
は
合
理
性
の
一
方
法
、

j

種
の
把
捉
で
あ
る§

6

0
而 

む
.て
、
テ
レ
オ
ロ
ギ
ー
の
理
論
，は
意
欲
さ
れ
た
る
も
の
と
.し
て
の
現
象
の
理
解
を
表
象
し
、
且
つ
現
象
を
手
段
に
對
す
る
目
的
と
し
て 

說
观
す
る
の
で
あ
る
。
其
は
目
的
の
複
合
を
認
め
、
其
内
的
盤
序
を
間
明
す
る
。
故
に
テ
レ
オ
ロ
ギ
ー
の
本
質
は
、
先
づ
其
.が
ー
種
の 

觀
照
で
あ
る
と
謂
ふ
こ̂

で
あ
る
。
蓋
し
現
象
は
主
襯
に
依'0
意
欲
さ
れ
た
る
も
の
と
し
て
表
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
又
其
が
.
一
種
の
理

• 

i.- 

L 

.

 

パ
'
.
.
.

解
、
認
識
の
盤
序
で
あ
る
と
謂
ふ
こ
と
で
あ
る
。
蓋
し
現
象
は
目
的
に
對
す
る
手
段
と
し
て
說
明
せ
ら
れ
.
る
か
ら
で
あ
る
0

因
果
論
は
現 

象
を
單
に
存
在
す
る
も
P

と
し
て
表
象
し
、
こ
れ
■

を
原
因
及
び
結
果
と
し
て
把
促
す
る
.
;0

斯
る
因
艰
論
と
テ
レオロギ

：丨
と
は
無論

同 

時
に
成
立
す
る
も
の
で
は
な
い
。
何
故
な
.
ら
ば
I

論
理
卜
：異
質
の
構
成
の
認
識
を
.
.一.
個
の
體
系
と
す
る
と
と
は
不
可
能
だ
か
ら
で
あ
る
o 

即
ち
媒
象
の
認
識
に
於
て
テ
.

レ
オ
ロ
ギ
ー
,を
採
る
も
の
は
當
然
因
菜
論
を
棄
て
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
彼
れ
は
謂
.
つ

て

居

る

®
.

^:〕

。

前
 

述
の
如
く
、
テ
レ

.オロ

ギ
ー
の
理
論
に
依
れ
'
ば
、
.現
象
は
意
欲
せ
ら
れ
た
も
の
と
し
て
理
解
さ，

れ
る
。
此
場
合
V

意
志
は
決
し
て
心
理 

的
篇
實
.
で
.
は
な
.
い
,0

其
は
意
欲
さ
れ
た
.

る
思
惟
内
容
の
：意
味
で
あ
る
0

斯

く

て

テ

，
レ
オ
ロ

.

ギ

ー
と

は

、
.

彼
れ
に
從
へ
ば
、
合
理
性
の
自 

立
的
根
*

で
あ
，る
.の 
>

な
：ら
ず
、
更
に̂

れ
に
應
ず
^

自
立
.

的
.直

1 1
'
形
式
で
あ
る
0

而
し
て
此
れ
等
は
相
五
機
能
的
に
關
聯
す
る
。
何 

.
故

な

も

：
ば

、

.

.

I

矩
0

直
#

^

.

が

尨.
け

办

ば

、
；
乎

段

も

：目

的

名

得

在

^

な
' ^

か
ら
で
あ
る
。
即
ち
直
觀
p

x t

と
合
理
性
と
ば
、
恰
も
圓

，テ
，レ
オa.

ギ
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政
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讓
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雄

樣

タ

レ

ォ

ロ

ギ
^

本
,

意

味

と

繩

緣

舞

る

營
^

俅
■

■^
' .K

ン
グ
リ
ッ
ジ
ユ
に
從
，

(

龙
、
規

龅

遵

其

思
_
內
枭
を
當
爲
•義
務
と
し
て
表
象
す
る
。
法
的
秧
序
は
義
務
书
體
の
見
地 

t

■親
■
の
全
體
; 1
り
、

; 1
請
與
へ
る
法
體
':
'
2家
：}
の
見
地
か
ら
は
國
家
自
的
に
斯
す
る
手
段.の
全
^

も
段
と
目
的
と
の
贺

冷
で
■
o

.
霞

さ

机

諸
^

9
と
ル
て
_

€

.れ

猛

て

文

の

域「

要
? :
!

 

s
o
u
s

の
問
題
で 

H

一
グ
：̂

#
ギ
！
は
意
教
さ
れ
た
る
イ
の
と
謂
よ
意
味
，の

s
e
i
i
】

ぎ
の
問
題
セ
あ
る
。
從

つ
て
、

sein.

に
對
し
てs

e
i
i
u
e
n

 

を
對
立
尤
め
る
尨
ら
ぱ
、
テ
レ.オ
ロ
ギ
^
-的

認
識
と
規
泰

的
！！

識
と
や
區
別
は■

す
る
で
あ
t

o
. s

e
i
l
e
n

を
も
包
括
す
る 

腐
華
の.

s
o
l
l
e
n

, ^
義
' ^
感

雄

す

る
«
義

のs
&
e
n

と
直
別
さ
れ
ね
ば
來
ら
ぬ0
斯
る
廣
義
の
i

 ロ
は
テ
レ
オ
ロ
f

勺
か
規 

r.
r
的
力
：罵

る
o
:着
し
乍
ら
.
w

o

fを
斯
く
廣
義
に
靡
す
る
こ
と
は
疋
し
く
な
い
。
蓋
し
廣
義
の
g

o

fは
經
驗
的
現
氣
に
於
け 

る
遍
觀
_
び
把
捉
の
靈
的
統
一
的
讓
で
は
な
い
か
ら
で
お
る0斯
く
し
て
吾
々
は
規
範.ょ
り
：區
別
せ

ら

れ

た
^:
 ̂

味

を

確

泣

す

る

こ

と

が

也

來

る

®

!:〕
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テ
レ
オ
，ロ.ギ
ー
の
意
味
は
獲
び.因
果
論
i
の
關
聯
に
立
ち
歸
べ
：：る
こ
と.に
依
.て
_更
.に
明
自
と
な
：る
セ
あ̂

志
主
體
汎
機
_

因
媒
性
と
組
織
的.に
、關
係
す
る
こ
左
に
依
弋
、

〕

テ
：レ
オ
ド
#

1
が
成
立
：ず
る.
0-'
;斯
る
主
體
0
行
爲
は
說
明
の
固
有
な'
 

る
鍊
象
が
あ
り
1

^
は
霞
に
行
爲
す
る
主
體
ん
依#
す
：る
？
_斯

く

し

て

、
：
ぼ

爲

は
|
^
|す
る
ま
體
0

#
べ
カ
.に
.轉
位
す
る
--
0
:共
は
意
钬

の
妆
に
組
織
を
求
め
る0
意
欲
は
他
の
意
欲̂

通
1>
.て
.の
.み
組
織
也
ら
板
る̂

と
.が
出
來
る
0
.斯
ぐ
て
.意
软
贫
ら
れ
た
る
思
惟
內
容
の

「

.

.

.
f
" 

.

.

.

.

.
'

組
織
が
坐
.ず
る
。
即
ち
'、
M
織
體
は
目
的
で
あ
り
、.，組
織
せ
ら
れ
る
も
，の
：は
手
段
で
あ
る
。
茲
に
テ
レ
オ

a

ギ
ー
は
、
意
志
主
體
の
行 

爲
00
も
と
に
>
意
志
單
位
に
於
て.の
.み
な
ら
ず
、
意
志
內
容
に
於
て
も
亦
成
立
す
る
と
こ
ろ
の

T

致
結
合
を
求
.め
る
。
斯
る
客
觀
的
結 

合
に
依
て
、
吾
々
は
意
志#
體
の
具
體
的
決
定
を
認
識
す
々
こ
去
が
出
來
る
'
o
"從
づ
て
意
志
主
體
ばf

個
の
；i
s8
的
必
^

a
?

理
智
的
.
 

中
心
，
.歸
蓍

點

と

な

る

？
一
蓋
じ
倘
々

.の
行
爆
の
連
節
は
意
欲
の.客
亂
的
綠
合
に
於
て
體
系
を?)
:
つ
か
か
で
各
るo-r
,因
艰
的
說
明
も
亦、
：

. 

行
像
主
勝
が
何
:̂

敗
定
す
る
.か
^
謂
ふ
こ
と
.を

1
定
の
方
法
で
.論
じ
中
:̂
,
と
す
る
.<
?
-
,
#
じ
浪
^;
、
：

「

此
說
明
は
決
定
|:
.行
爲
主
體
の
：中
に 

求
め
る
O
V
#つ
て
此
m
合
行
爲
す
る
主
體
は
把
レ
て
歸
蓍
點
で
は
あ
れ
得
な
其
は
一
個
の
.心
现
的
存
在
で
：あ
る.
9.勿
論
此
場
合
に 

於
て
も
、
主
體
を
意
欲
と
し
て
表̂
す
^
こ
；と
が
出
來
る
で
あ
ら
ぅo
:即
ち
目
的
と
し
て
意
欲
を
表
象
す
る
こ
と
は
行
爲

Q

原
因
と
な 

を
o
.因
跟
說
明
が
行
爲
を
行
爲
者
の
艮
的
設
定
に.依
て
氣
明
ず
‘
歡
亂
私
於
て
^'
:,
\
:其
は
テ
^;
:オ
ロ
ギ
_丨
と
殆
ど
同
様
に
作
用
ず
る9
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併
し
こ
れ
を
同T

視
す
を
こ
と
は
論
理
上
矛
盾
ず
る
。
何
故
な
ら
ば
ゥ
'

其
は
.
堪
に
個
別
的
行
爲S

說
明
ず
る
こ
と
が
出
來
る
•た
げ
で
あ 

っ
T

テ
ト
レ.
オ
.
.
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、
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を
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毖̂

人
主
義
的
經
濟
^

^

で
あ
る

0\
ッ
此
纏
'織
で
は
、
襄
段
亂
達
は
自
由«:
を
卷
^

!戴
^

手
段
使
用
は
自
由
な
る
消
费
經
濟
：に
於
て
行
は
れ 

る
。
、
各
個
火
經
曝
呢
の
赚
係
ょ
り
自
由
交
換
が
也
ず
る
。
總
て
の
此
經
濟
は
主
觀
的
效
用
及
び
費
用
に
依
て
說
明
せ
ら
れ
る
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ま
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に
す
ぎ
な
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の
で
あ
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9
而
し
て
個
々C

侗
ん
經
濟
，は
此
交
換
社
會
に
依
存
ず
る
。
併
し
個
人
經
濟
と
社
#
と
の
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織
的
集
合
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謂
ふ
も•の
は
無
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。
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紙
歡
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も
と
に
於
け
る
國
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謂
法
治
國
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ぎ
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。
即
ち
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經
濟
に
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立
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ベ
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組
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濟
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手
段
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せ
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れ
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間
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の
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濟
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三

.協
同
的
經
濟
組
織
'
.
:

.

(

4

.
消
費
は
完
全
に
自
由
で
あ
る
が
、：_

は
_
霞

.
_

%

-

(

b

v

.消
費
は
自
由
な
る
個
人.經
濟
.
0中
で
.生
觀
的
效
用
に
從
つ
て
行
は
れ
る
が
、
生
產
は
協
同
的
な
る
集
合
經
營
の
中
で 

.

-

:行
は
れ
る
。
生
產
は
消
费.に
適
合
ず
る
o 

'
其
は統

：.1;

目
的
に
；依
て
組
織
せ
ら
れ.る
經
濟
で
は
な
く
、
，.個
人
經
濟
に
依 

r 

:

•.:
■
;で
規
制
せ
ら
れ
惹
き
起
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
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.
坐
迤
財
は
協
亂
所
有
で
吃
を
が
、
.消
'費
脉
比
個
人
郝
有
：で
あ
る0
:
'
'
^

ぐ
：
"
c

d

vv-
交
換
は
故
い
が
'
勞
働
貨
幣
と
謂
ぶ
が
紺
き
協
：邴
的
貨
幣
の
特
殊
a
織
が
れ
る.0

へ 

.，

.

,

ぃ

'
,

(

e

o

へ‘
勞
働
權
は
^ ：
る
が
勞
働
强
制
は
なx
o

-勞
働
の
結
合
は
あ
る
が
、
生
俘
權
は
な
い
？

國
家
に
於
げ
る
經
濟0
法
律
的
組
織
：は
經
濟
狹
序
で
あ
令
而
し
でM
る
秩
序
^

一
般
.に
_
>
^
.
る
經
濟
組
織
の
混
合
體
で
あ
る0'
; 

經
濟
秩
序
を
理
論
的
に
命
析
す
る
爲
め
に
ば
：

*
:其
が
如
何
な
る
.權
成
要
素
か
ら
.な
る
：か
を
追
求
；し
な
け
れ
ば
が
ら.ぬ
o
各
經
濟
組
織
は
.
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濟
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ロ
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ギ
丨
的
組
織
と 

し
て
理
解
f

れ
ね
ば
I

ぬ
。
從
つ
て
國
家
政
策
の
個
々
の
行
爲
は
、
斯
る
組
織
に
於
て
は
、

一
個
の
統
一
原
理
に
依
て
接
合
せ
ら 

れ
爹
此
原
理
は
5

ホa

系
丨
的
理
解
に
於
て■

合
■

■

墓

ず

：备

用

で

氣

。#

る

驟

妄

■

規
範
戴
字(

法
的 

秩
序)

と
財
政
と
の
個
々
◎
行
爲
は
一
個
の
全
體
に
統
合
せ
ら
れ
る
。
丽
し
て
目
的
複
合
と
し
て
の
法
的
秩
序
は
財
政
な
く
し
て
は
把 

捉

言

れ

な

い

し

、
.ま
た
脒
政
は
法
的
秩
序
な
く
し
：て
は
理
解
せ
ら
れ
な
い
ゃ
何
故
な

I

、： I.

定
目
的
の
爲
め
の
規
範
は
財
政I
 

し

て

實

證

的i

成
I

れ
る
か
ら
|

る
o
. 

t
て
法
的
秩
序
は
.國
震
策
の
一
分
枝
と
謂
へ
る
。
ま
た
法
的
秩
序
は
財
政
を
伴
つ 

て.1.

個
の
金
體
性
.歷
政
策
に
統
合
せ
ら
れ、
.

•

且
つ
.讓

政

策

の

斯

る一:

一
個
の
部
門
證
家
活
動
に
依
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.線
括
的
目
的
追
求
で
お
る 

S

I

ら
れ
I
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、
.
財
政
は
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性
に
依
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國
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策
の
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域
た‘
法
的
秩
序
と
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る
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域
を
構
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す
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れ

；专
貨
幣
經
濟
に
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て
；は
、

:

國
家
S

濟
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動
は
他
S

濟
主
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の
そ
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と
等
し
く
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邊
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使
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と
蓄
成
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す
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追
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、
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濟
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け
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る
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用
と
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效
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M

m
f-
I
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は
、
形
式
に
於
て

狀
臌
ず
'る
が
ぎ
嘁
疚
る
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敗
耿
ど
佩
^-
雜
漱
と
办
舰
ぬ
ホ
她̂

^
乱
邮
げ
锿
办
相
錄
が
枳
あ̂

パ
蒂\

比
働
人
&
濟
办
目 

:时
'̂
'
ん
間
び
^

^
的
翁
紙
的
歡
足
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:
載
ク
：だ
斤
鍊
る
；咚
#»:
政
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自
亂
ば
此
會
!«
'

_
的
ぜ
|>
:
,
^
>
0:
ぢ
0

,

^̂:
に
^:
て
間
題
'^
&'
 ̂

;

0̂'
&
生

爵

齋

展

び

寶

風

货
^:
芩
が
、

「

.黎

ー

象

ゼ
.ば
社
#:
的
效
蛋
汰
敫
用
が
&

で
"ぁ
凑
。.

政̂
^̂
、
^

(

.は
財
政
を
亥
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目
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ず
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と
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'
ろ
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_

特
辣
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タ
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政
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キ
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亨

ギ

？
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す
1

猶
ほ
i

l

l

ず
る
相
I

f

 

I

I法

裏

I

則
.は
I

に
も
論
I

に
f

l

f
 

し
て
吾
々
は
I

I

ァ
；レ
：ォ
ロ
ギ1
め

観

■

露

で

_

涵

_

_

:簾

f

こ

漏

此
_

に
依
f

惟
的
I

解
•

霸

‘
s

l

l
零

I

經

懸

8

易

成

®

I

f

f

 

_

 

く

蓮

I

的
、
I

の
f

 

.

f
 

I等
で

あ
：き
と
は
睐
め
述
べ
た'ど
.こ
；
ろ
，
で

^
:
る

Q

.

•:へ

'
、#

.

^

1

1

1

1

^

^

す
る
こ
と
で
ぁ
る
何
故
な

』

ば
；
斯
I

的

產

律

箭

に
■

志

で

書

も

办

で

澎

く

>
追
隶
さ

t
 

ね
ば
な
I

t

で
I

。
敗
I

揮

き

I

的
f
:
嘉

配

ざ
f

l

■

殊
€

の
.理
論
S

る
f

l

目
的
に
先
立
つ一:

観

^̂
^

政
が
組
織
|

れ
る
の
|

る
o
而
し
てf
 
f
 

I

望
す
る
總
て
の
I

議
和
的
相
互
I

f

て
含
栗
て
居
る
|

は
特
殊
目
的
の
慶
中
心
でI

' 
f
 
I

s

薦

趣

は

入
I

f

從

つ

セ

奋

及

就

畏
^̂

の
對
象
I

る
。'
茲

瘙

f

ベ
l

i:
'

は

中

心

目

的

と

娶

こ
と
で
t
 
o 
.個
人
の
行
爲
が
問
題
で
は
な
く
で
、
國

家

に

與

人

鬆

る

符

爲

办

複

寒

體

系

き

て

：把
捉
す
る
ご
と
が
問
題
で
あ
る
。

-財
政
.の
.、王
體
:<
?
:し
.て

.0
國
^
自
體
£

#
の
.田
權
§
_
成
、
顧
潜
猫
で
あ̂

。
此
歸
箸
點
か
ら
，國
家
は
人
間
理
想
，の
最
後
目
的
を
其
全 

靖
爲
の
本
施
的
目
钠
,<
?
:ル

て
-;
1
1求
す
る
:0
斯
る
理
，

に

俅

て

國
- «
衍
爲
ょ
り「

個
の
姐
織
が
作
り
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
テ
，
レ
オ
卩
ギ 

、
,1
の
«
論
は
財
政
^

一
 

個
の
，組
織
と̂

,

«
成
; ^

る
爲̂

に

斯

る

中

心

目

的

を

必

要

と

す

る

;!
'0

比

目

的

に

#

て
、
各
個
々
の
部
分
は
一 

#

の
;*
一
 
：的
滿
蹕
に
ょ
夸
體
系.に
盤
序
せ
'&
_
4る
-'
;
0.
掘
し
て
册
原
理
は
效
用
を
チ
レ
ォ
ロ

 

f
.的
S

解
す
.る

こ

と
に
管
o. 

- 
_

.

.

.财

霉

沖

冗

旧̂

は

論

理

髮

急

で

あ
‘
石
為
つ
た
が
、
其
が.暫

の

如

く

特
_

;

け

ら

れ

差
.
め

に

は

、

此

目

.的

は

完

全

に

客 

:

觀
f

急

3

身
れ
f

ち
ぬ
。'
:此
洎
的
はc

容
的
.
に
_

、現

し

涛

る

も

霉
 

「

の
l

i

f

 
f

す
I

古

が1

ス
此
目
的
ょ
り
生|

效

. #

非
效
#

|

、
に

；
於

交

答

观

的

玄

_

あ
3

初

故

な

ら
'
ば
、
^

目

的

ょ

銮

：梦

漓

容

が

客

觀

的

言

あ

る

。
ふ

く

て

財

政

の

中 

篇

佛

の

竹

禮
.ら
：フ
：遵

_

着

_

養

_

凡

有

る

灌

街

暴

即

ち

財

政‘
の1

ア
レ
ォ'

t
L

ギ

丨

的

理

論

が

坐

ず

る

。
、斯

る

时 

政
_

高

目

：§

は

公

遭

生

を

呈

眾

す

る

。

此

公

的

客

觀

的

(

社

會

的)

厚

坐

は

私

的

生

觀

的

厚

生

に

對

立

ず

る

も

の

で

あ

る

。
財
政

學

銮

け

：
る
：テ
：
ル
ォ

>

ギ
1

違
論
方
財
政
を
作
！

げ
る
洛_

木
_

議

輩

涵

題

逢

ち
^
^其
^
^

で
あ
る
。
；；
5

谨

論

は

財

遂

多
_

人

の

灌

编

茂
■

;-
%
著

：
^
^
^

秩

序

論

め

ネ

の

で

あ
-^
化

机

飞
-'
?
實
上
の
銃
一
、
全
體
性
が
成
立
す
るP
斯
く
考
へ
て
來
る
と
、
經
濟
中
：體
は
讓
で
あ
り
、 

.其

寒

麽

歸

著

點

で

あ

る

。
即
ち
國
家
は
財
政
を
支
配
す
る
目
的
を
憲
し
、
客
観
的
需
要
の

主

體

た

f

の

で

あ
る
。
浙く
し

て
 

#
政
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±
_

.
索

テ

>
'
>
.
_
ギ
1
的
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レ
オ
"
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ず
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の
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般
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彳
隹
財
政
に
於
け
る
協
同
的
要
素
を
述
べ
や
う
。
達
■

乂

協

 ̂

f

の
で
.あ
：I

認

農

f

i

於
て
は
、
，
消

費

經
濟
篇

力
協
同
組
合
化
すS

合
に
此
組
織
が
現
れI

.
で
あ
さ
此
場
合
、
個
人
の
自
由
な
翕
費
經

テ
レ
オ
ロ
ギ
ー
の
財
政
學

£

1



テ
レ
オ
>
ギ
|
の
財
政
學 

三
二 

(

一
 

|ヒ
六)

義
的
貨
幣
制
度
を
基
磔
と
ず
名0
.
;
而
し
て
消
費
經
濟
の
領
域
が
.極

め

て

廣

く

'>
且

づ

藝

：要
を
充
分
に
充
た
す
爲
め
に
は
、
‘

業
を
厅 

ふ
も
の
は
公

共

體

，の
組
合
的
協
同
的
機
能
で
な
け
れ
：

ば
な
ら
ぬ
パ
斯
る
組
合
的
意
識
こ
そ
現
在
の
如
き
公
共
體
ー
の
萠
芽
沦
あ
づ
セ
 ヽ

活
動
領
域
は
組
合
を
通
し
：て

.益

.
.々：
擴
大

せら
れ
て
房
る
。.：然
，じ
國
家
：の
組
合
的
活
動
は
其
連
帶

g

經
濟
と
區
別
せ
ら
れ
ね
ば.な
ら
ぬ
。：S.
 

藍
し
前
者
は
個
人
經
濟
の
主
観
的
欲
望
，を
充
：た
す
し
、
；
其
手
段
調
達
は
個
人
經
濟
の
自
的
に
•役
立
つ
，も

.の

.か
ら
で
あ
る
。

;:
吾
々
は
連
帶
的
經
濟
の.方
向
'に
於
け
る
一
個
の
發
展
を
歷
史
的
.に
確
認
す
る
こ
と
が
出
來
る
。
：
其
は
多
く
.の
國
家
企
業
が
組
合
的
管 

.理
に
移
行
し
、
^
た
組
合
的
管
理
.が
連
帶
的
管
理
^
移
行
す
る
ど
と
で.
.あ
：る
0
:併
^
乍
&
、'組
.合
的
管
.理
-が
連
帶
的
管
理
.に
移
行
す
る 

'&
.と
.は
進
步
で
は
な
い
？̂

し
.進
步
は
社
會
的
目
的
の
系
列0
上
に
於
て
(6
み
求
め
得
ら
れ
る
も
の
だ.が
ら
'
'で
あ
る
.
0
 

,
_
家
.の
組
合
的
管
理
部
門
は
組
合
的
組.織
で
は
な
い
。
其
は.偭
人
經
.濟
.の
上
に
作
り
'上

，
げ

ら

れ

：
た

.
^
.の
で
あ
り
-V
A
組
合
の
^
ri
i
il
念 

即
ち
企
業
利
_
な
き
生
產
を
實
現
ず
る.も.

の
で
あ
；る
>0
其
は
個
々
.：の
財
貨
、.
M

c々 p

奉
仕
行
爲
巧
個
々
：
の
；個
人
欲
望

'
.の.爲

め

；に
實
現
亡 

ら
れ
；ざ
も
の
で
あ
.る
？
而

し
て
國
家
若
：し

'く
は
公
共
體
の
M
合
的
手
段
調
達
.の
對
象
は
個
人
經
濟
が
生.觀
的
：に
：求
：め
‘る
と
こ
る
の
財
貨 

，
で
.あ
る
.
o
,然
し
こ
の
こ
と
は
、.組

合

：的
國
家.管
理
が
個
人
的
要
素
.た
る
國
家
企
業
と
同
一
で

あ
；：

る
A
謂
.ふ
こ
と
.に
は
^

^

此1.

一
者 

の
相
異
は
國
家
活
動
；
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經
濟
的
饨
質
を
分
析
す
れ
ば
明
ら
か
と
食̂̂
^
^
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■:
-す
.る
が
，、：

然
し
組
合
の
最
終
自
的
は'技
術
的
，忙
最
良
且
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最
も
安
價
な
る
手
段
調
達
で

.あ
；り
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.企
業
の
目
的
は
と
れ.に
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：し
出
來
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ノ
け
多
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の
貨
幣
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獲
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す_る
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あ

る
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而
し
：て
：斯
る
手
段
調
達
は
廣
義
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_財

政
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於

け

る

手

數

料
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形
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房
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ベ
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財
政
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於
け
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は
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_
科
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时
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ゆ
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:
ム

方

何
ぅ
奪
謂
ふ
ど
と
を■
礎
と
す
f

a

m

s歐
.の
經
濟
理
論
^
龄
て
I

V
此
理
論
が
財
政
を
金
經
濟
及
び
金
經
濟
現
象
の
體
罘
に
於 

T:
說
明
す
べ
き
要
求
が
充
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ

」
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一
八〕

と
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/

斯
く
て
彼
れ
は
財
政
學
を
デ“
V
オ
ロ
ギ
ー
の
體
系
に
於
て
組
織
し
完
成
し
た
。
此
テ
レ
オ
ロ
ギ
ー
の
學
が
今
日
の
財
政
學
の
諸 

類
型
中
に
於
て
マ
個
め
地
位
を
占
め
る
だ
け
充
分
の
價
値
が
あ
る
と
と
は
旣
に
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
然
ら
ば
、
こ
れ
に
對
し
て
如 

佝
氡
を
批
判
が
#
.へ
6:
れ
簽
で
赵
ら
5-
:
か
？
：私
は
其
經
濟
理
論
：に
、關
ず
る

間

題

は

之

を

姑

く

措

き

、
，：
テ
レ
オ
：
ロ
ギ
ー

の
：財
政
學
に
就
て 

次
の
ニ
點
わ
問
題
に.レ
や
ぅ
と
ー
思
ふ。
,

';
'
第

'は
財
政
の
良
的
た
る
：

一.

般
厚
生
の
：問
題
で
あ
る
？
エ
ン
：グ
リ.，ッ
；
ン
ュ
は
此
自
的
を

「

國

民

理

想

」(volksideal)

と
呼
ん
だQ;
然
し 

財

政

學

の

目

的

が
.

一

般
厚
坐
で
あ
各
#;
謂
ふ
2:
:
と

は

テ.レ
^
ロ
ギ
.
-:
l
(D
財

政

學

に

依

て

の

，
み

說

か

れ

得

る

も

の

：
で

は

な

い

':
0

一
 

般
財
政 

學
者
も
亦
こ
れ
を
認
め
て
居
る
の
で
あ
る‘。
若
し
財
政
學
を
テ1>
オ
ロ
ギ
ー
的
：に
說
く
と
說
か
ざ
る
と
忙
枸
ら
ず
、
斯
く
の
如
く
同
ー 

歸
趣
re
-
到
達
す
る
な
ら
ば
、
特
別
に
財
政
理
論
の
テ
レ
オ
ロ
ギ
ー
を
强
調
す
る
必
要
は
な
い
と
謂
へ
る
。
併
し
乍
ら
、
私
は
エ
シ
グ
リ
ッ 

-

シ
ネ
と
井
に
' 

.若
し
財
政
.の
目
的
^
社
會
厚
生
と
^

^
な
.ら
ば
、
其
理
論
の
權
成.は
テ
，レ
オ
FT
.ギ

ー
の
方

法

論

を

截

礎

と

し

な

け

^
ぱ

&:
ら
れ
と
信
ず
る
。
何
故
な
ら
ば
、M-
政
現
象
を
因
果
論
时
に
說
く
限
り
、Ir
r
る
固
的
は
個
別
.的
•主
觀
的
•
發

坐

时

に

說

明

せ

ら
れ
厶 

だ
け
で
.あ
つ
て
、
客
觀
的•論
理
的
構
成
を
も
つ
こ
と
が
出
來
ぬ
。
從
つ
て
協
同
欲
望
よ
り
出
發
し
て
財
政
學
を
因
搌
論
的
に
說
く
リ
ッ 

チ
ュ
ル
の
.如
き
も
、
斯
る
終
極
目
的
を

「

國
民
生
活
、
獨
党
及
び
自
由
の
持
續
、
國
家
の
內
部
秩
序
等
の
全
般
的
要
求

」
と
し
て
說
く
こ 

■と
に
よ
り
、
こ
れ
を
客

觀

化

•
杉

式

化

し
や
う
と
し
て
居
る
S
Hさ
。

然
し
此
說
明
が
依
然
と
し
.て
個
別
的
內
容
に
停
つ
て
居
る
こ
と 

は
因
梁
論
的
說
明
よ
り
坐
ず
る
當
然
の
結
梁
で
あ
ら
う
。
即
ち
此
目
的
を
客
觀
的
に
#
在
す
る
論
理
的
形
式
と
し
て
說
く
爲
め
に
は
如
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-
,
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- 
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何
う
し
て
も
テ
レ
オ
ロ
ギ
ー
の
方
法
論
を
採
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で

あ
る
。

第
;-
ば
財
政
理
論
4
財
政
メ
策
と
め
.關
僻
に
關
す
る
刺
題
で
必
る
。
財
政
擧
を
：テ
レ
オVギ
ー
的
に
理
解
す
名
こ
と
は
财
政
學
に
於 

け
る
往
務
t
認
め
る
：こ.と
：で
.あ
る
O

M
し
‘

K

財

政

々

策
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亦

财

政

め
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に
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從

つ
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テ

レ
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口
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Q:

財
政
學
は
結
局
財
政
々
策
理
論
と
同

I

で
は
な
い
か
と
謂
ふ
問
題
で
あ
る
。
周
知
の
如
く
、
財
政
學
の
极
摅
に
社
會
政
策
れ
理
論 

を
導
入
し
た
る
も
の
に
旣
に
ヮ
ダ
ナ
ア
が
あ
る
。
彼
れ
は
租
税
；が
國
象
杧
よ
，ゐ
財
：の
强
制
獲
得
で
あ
名

-^
で
ろ
か
ら
、<:
れ
を
议
て
個 

人
主
義
肋
會
に
於
け'る
財
產
及
び
分
配
の
不
公
平
を
矯
进
ず
る
社
會
政
策
の
；手
段
に
利
用
し
や
う
と
し
た
。

ヮ
.グ

ナ

ア

に
依
れ
ば
、
雇 

税
ぼ
其
れ
釔
以
弋
茭
出
を
辨
ず.る
ど
こ
ろ
.の
純
財
政
的
卧
的
ぬ
外
纥:'
-
>猶
ほ
國
民
所
得
.の
分
配
、
，：
個
人
所
得
消
費
の
統
制
、

1
.

般
把
富 

の
分
配
を
公
犯
ゝ
の.概
念
.に
從
づ
て
改
變
す
る
を
目
的̂
ず
る
^
こ
”ろ
の
社
會
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的
目
的
を
も
つS
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.で
多
る
。.斯

る

技

術

論

が

：
.
一
個 

0-
デ

：
：
レ

オ
'ロ
^
丨
的
形
象
を
も
；つ
こ.と
ぽ
事
實
'で
あ
：る
0
.然
し
£:
:
,の
.と
.：
と

：
は.テ^

ン1
七
.
お

る

と

請
^

理
由
へ
に
.
は

な

ら

ぬ

？

何

故

な

：か
，ば

; ^

存
在
ず
る
％
の
を.因
采
的
に
認
識1 >

て
，政

策

の

茶

礎

<!
::

す
る̂

謂
ふ
こ
と
^
目 

■テ
レ 

^

財
敗
.
 

1

1

S(

：こ
'

- %

,九0



み
レ
*

5

.

r
.の
財
晚
爆 

三
^

c
l
:

」

A

o
.v

V 

■ 

■ 

. 

. 

 ̂

- 

- 

. 

.

.
/

',
: 

. 

' 

■

.
 

.. 

.

.

. 

■ 

■

I
-

的
形
象
^,
理
^g

に
！|
|
|す
名
こ
6;
と
味
同
マ
視
尤
べ
，か
ぢ
ざ
る
も0.
^
か
:̂

究
«>
:
赛

"：希
レ
紊
0

彳̂(

の
财
政
學
は
テ
；
レ
へ
オ
ロ

.
^

. 

. 

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

- 

.

',
.
.
. 

f 

.

.

.

.

.

. 

.

-

.

.

.

.
-

を
認
識
0
方
法
と
W

F
と
：り.あ
げ
る
o 

§

此
財
政
學
に
於
匁
は_

的

證

灯
.認
識
#

ー#1
(0
_

緣
る
«1
識
：で
«>
,る
.
0:此
場
合
遂

ダ
な
る
自
的
形
象
は
離
目
的
に.整
序
：せ
ら
れ
；る

设

政

は

斯

る

組

織

E
r
g

を
蕺

礎

と

す

：る
：銃
一
：

'體
で
あ
る
，
然
る̂ 

簽
卧
的
形
象
啟
*
取
^
る
_
別
的
概
念
で
あ
分
でV

M
れ
_
體
の
論
理
的
構
成
を̂:
つ
‘

の
で
砝
故
い
.0
:
«
る
目
的
形
象
-5
:
統

-

_

論
理
的
ぬ
認
識
免
み
爲
办
ゆ
は
、
"

#

本̂
冬
ぞ
1
の

方

議

を

採

ら

餘

け

れ

ば

な

ら

な

：

$

,ッ
：
ぐ

'
,
>
:
‘
丨

ノ

 

； 

ノ

:
:

,

■ 

• 

.

.

.

.

.

.

. 

... 

:

.

.

.

.
' 

. 

- 

. 

-
.
.
.
.
.

4
斯

ズ

で.み
ン
グ
ゅ

:

ッ
シ
.ラ
に
於
け
る
テ̂
ォ
.

n

弟
1;
0
財

政

學

诚

分

個0
財

政

學

方

法

論

石
-^
て
充
分
に
成
功
し
.て
居
る
の
で
あ
る

- 

. 

.
:
* 
.
•
.■.
-
 

- 

, 

- 

.

.

.

. 

, 

.

.
•
.
、
.. 

.

.

.

ぺ
- 

:

ブ

證

〇
 
ノ
イ̂

^

 
.

ハ Finanzarchiv'

:.^
F
*
B
d
L
.

 I. H. 

IV.〕

v
a,
. Finanzarchiv.

• 

.. 

. 

' 

- 

. 

V 

•
:
. 

,. 

. 

' 

-
V ■.:
.
.
.

 

.
•
‘
.'
•
..i,
•';
;

..
,1

'■
:
< へ
 

' 

•
•:
<
•.
. 

V
. 

- 

. 

- 

V

....

に
,

;

.

•'
• 

. 

• 

.

.

.

.

.

. 

r,

-:

名

S

余

2

l：.

(
I

九
三
四•
七
*
一
 

七
稿)

…

»•
, 

4
 

( 

- 

.

ア

ィ
'
‘
ダ

ブ

.煙

!

ダ

ブ

x
.
.
r
i

 

}

』
：

の

.成

立

.

「

目
：' 

.

.

.

.
•
.
. 

'

次
..パ
 

.

二
：：

先
#

)

'
'
,
肩

ニ
.
：『

一

月
會
議

』

と『

宣

言

書

』

 

三
.

.

_叹
經
過
一：

'
'

©

:
£̂;
組

織
';'
:
:
;
.
ぢ

::

.

•
. 

-
.
.
.
.
;
.
.
、
.
-

.

.
,
.
.

「

、
先
驅
者

• 

•

•

.

，
：
.

.

.

.

.

.

r 

r
r
v
n
ダ

ブ
.ル
ソ
ユt

•ダ

ブ
.ル
-ユ

ー』
(I. 

，
即

ち'『

他

界

產

橥

勞

働
#
組

合』
(Industrial 

W
o
r
k
e
r
s

 

of 

the 

w
o
r
l
d
)

1!

' 

- 

■ 

.

.

.

.

. 

■ 

• 

• 

■ 

•
' 

. 

. 

.

. 

. 

• 

- 

. 

. 

. 

. 

. 

:
•

.
1、九
0
五
架
シ
ヵ
ゴ
に
組«
せ
ら
れ
た
る
拿
命
的
齡
業
別
勞
働
組#:
で
麵
1
0，
そ
0 .
某
命
邮
思
想
は
新
勞
働
組
合
運
動
叉
は
新
社
會
主 

義
の
名
を
以
て
呼
ば
れ.

p

ゐ
.る
ぅ
革
命
的
產
業
別
勞
働
組
合
運

騰

ぬ
ア

无
が
：先.に
於
て
ほ
.

p

八
切0

银
及
叹

各

年
に

-̂
-
れ
を
見
各
の

.
P

ア
ィ
•

ダ
ブ
.ル
ユ
'
I
-
•ダ
ブ
.
ル
.
ユ■ .i.』

の
.
.贫
立
. 

111 /、̂
.

 

、
.一
 

一
 

V


